
 

 

蔵王中学校校歌歌詞募集要項 

 

蔵王町立円田中学校、宮中学校、遠刈田中学校の３校がひとつになり、新しく「蔵王町立蔵王

中学校」として令和９年４月に開校する予定です。 

新中学校の開校にあたり、魅力があふれ、地域とともにある新中学校にふさわしい校歌を作り

たいとの願いから、「校歌の歌詞」を下記のとおり募集します。 

 

１ 応募資格 

どなたでも応募できます。個人、グループ、団体を問いません。 

 

２ 募集内容 

蔵王中学校校歌の「歌詞」 

 

３ 応募作品に盛り込んでほしい点 

（１）校歌制定で大事にしたいこと 

①新しい学校への生徒の願い、地域や保護者の生徒への願いが込められている。 

②音域、テンポ等が中学生に歌いやすく、長く歌い継ぐことができる。 

③親しみをもって歌うことができ、将来への希望や勇気が沸いてくる。 

 

（２）曲調や構成 

〇曲調等 

明るく、生徒が歌いたくなるような曲調 

校歌としてふさわしく 美しい感じが伝わるような曲 

生徒が歌いやすい曲 

 

＜作詞＞・１番あたり５～６行、３番までの構成 

     ・散文的にならない 

     ・蔵王の自然を入れ、子供たちの明るい未来につながる歌詞とする 

＜作曲＞・３番までの構成 

     ・前奏あり ２番と３番の間に間奏があると望ましい 

     ・テンポは上記のとおり中学生に歌いやすい速さとする 

     ・伴奏は、ピアノで弾きやすいもの 

 

４ 賞金 

入選作品（１作品）１０万円 

 

５ 応募要領 

（１）応募作品は、未発表かつ自作（他の著作権に触れない）歌詞に限ります。 

（２）原則として指定の応募用紙を使用し、直接提出、郵送または電子メールで応募してくだ

さい。 



※応募用紙は、蔵王町ふるさと文化会館に備え付けています。また、蔵王町ホームページ

（https://www.town.zao.miyagi.jp/）からでもダウンロードできます。 

（３）応募用紙がない人は、Ａ４判白紙の上部に「校歌の歌詞」、その下に「自由記述欄（歌詞

に込められた想いなど）」、「住所・氏名・生年月日・職業・電話番号」を記入のうえ提出し

てください。（グループ、団体の場合は、代表者名もご記入ください。） 

（４）郵送の場合、封筒の表面に「蔵王中学校の校歌歌詞応募」と明記してください。 

（５）応募に係る経費は応募者の負担とし、応募作品は返却しません。 

（６）応募点数は１人（１グループ、１団体）につき１作品に限ります。 

（７）応募作品の提出方法は次のとおりとします。 

①直接提出  蔵王町教育委員会教育総務課統合中学校準備室 

②郵  送  〒989-0821 宮城県刈田郡蔵王町大字円田字西浦 5番地 

蔵王町教育委員会教育総務課統合中学校準備室 

③電子メール kyouikusoumu@town.zao.miyagi.jp 

 

６ 募集期間 

令和７年５月１日（木）～７月３１日（木）※必着 

 

７ 発表 

令和７年１０月頃 

 

８ 選考方法、その他 

（１）蔵王町立中学校統合準備委員会総務部会において入選作品１点を選考し、蔵王町立中学

校統合準備委員会で決定します。 

（２）蔵王中学校校歌の曲は、歌詞決定後に公募で選定します。 

（３）入選作品の応募者には直接ご連絡するとともに広報紙等に掲載します。 

（４）校歌の応募及び制定によって発生する著作権等一切の権利は蔵王町教育委員会に帰属す

るものとします。 

（５）住所・氏名・電話番号などの個人情報は今回の募集目的以外には使用しません。 

（６）応募作品の著作権などについて、第三者から異議申立、苦情などがあった場合は、費用

負担などを含め、応募者の責任で対応するものとします。 

（７）入選作品の一部を蔵王町立中学校統合準備委員会又は蔵王町教育委員会において修正す

ることがあります。（修正する場合は、応募者と事前協議いたします。） 

（８）円田中学校、宮中学校、遠刈田中学校の校歌は別添のとおりです。 

 

９ 問い合わせ先 

蔵王町立中学校統合準備委員会事務局（蔵王町教育委員会教育総務課内） 

〒989-0821 宮城県刈田郡蔵王町大字円田字西浦 5番地 

TEL0224-33-3008 FAX0224-33-2019 

 

（町ホームページへ） 



円田中学校、宮中学校、遠刈田中学校の校歌歌詞 
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